
物部川濁水対策検討会　とりまとめ報告書　【概要】　

○物部川における濁水長期化の解消や山地から海岸までの総合的な土砂管理に向けた７つの提言（方向性）

■物部川全体の問題
　・上中流域は脆弱で崩壊しやすい地質特性
　・山林の荒廃（山火事、山腹崩壊、シカ等野生鳥獣による食害等）
　・濁水長期化（ダム貯水池への長期間滞留等）
　・ダム貯水池の堆砂（計画を超える進行、治水・利水に必要な容量の不足等）
　・河川の洗堀や河床低下（護岸の被災、施設の安定性の低下等）
　・河川環境の変化（河床材料の粗粒化、河口閉塞、アユ産卵場の減少等）
　・海岸の砂浜の後退（供給土砂の減少、海岸侵食による越波被害等）

■問題の抜本的な解決に向けた考え方
　○発生源対策をはじめ、濁水の早期排出や総合的な土砂管理に
　　 ついて、永瀬ダムを含めた３つのダムの連携や改良などとあわせ、
物部川流域の関係者全員で抜本的な対策を早期に検討・実施

     すべき。
　○今後想定される気候変動が治水・利水・環境・土砂管理などへ
　　与える影響について留意するとともに、効率的な適応策を早期に
検討していく必要がある。
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